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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定間隔毎にあけられた複数の挿入孔を有する支柱と、
　前記支柱の上端に設けられたコの字部材と、
　前記コの字部材にネジで固定される長尺ネジと、
　前記長尺ネジの延長部に設けられ釣り人の腰を支持する腰支持部と、
　前記支柱の外周に取り付けられる位置調整フランジとを備え、
　前記支柱を釣船の上縁の竿立穴に挿入して用いることを特徴とする魚釣り用体安定装置
。
【請求項２】
　前記コの字部材は、その両端に前記長尺ネジの径に対応する貫通孔を有し、
　前記貫通孔に前記長尺ネジを挿入し、前記貫通孔の両側から前記コの字部材を挟持する
ようにナットで前記長尺ネジを前記コの字部材に固定することを特徴とする請求項１に記
載の魚釣り用体安定装置。
【請求項３】
　前記位置調整フランジは、その位置を調整する位置調整機構を備えることを特徴とする
請求項１又は２に記載の魚釣り用体安定装置。
【請求項４】
　前記位置調整機構は、前記位置調整フランジに設けられたＬ字部材と、前記Ｌ字部材に
あけられた挿入孔と、前記挿入孔に合わせて設けられたナットと、前記ナットに螺合され
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前記支柱にあけられた複数の挿入孔のうちの１つに挿入される固定ネジとを有することを
特徴とする請求項３に記載の魚釣り用体安定装置。
【請求項５】
　前記腰支持部は、Ｊ字形状とされたことを特徴とする請求項１乃至４の何れかに記載の
魚釣り用体安定装置。
【請求項６】
　前記腰支持部は、弾性体で覆われることを特徴とする請求項１乃至５の何れかに記載の
魚釣り用体安定装置。
【請求項７】
　竿立穴と同じ径を有するパイプと、
　前記パイプを取り付けたコの字金具と、
　前記コの字金具の一辺に設けられたネジ孔に螺合されたネジと、
　前記ネジの上端に取り付けられた止め具と、
　前記ネジの下端に取り付けられた回転用棒とを備え、
　前記止め具は前記コの字金具の上面との間に前記釣船の上縁を挟持して、前記パイプに
請求項１乃至６の何れかに記載の魚釣り用体安定装置の支柱を挿入することを特徴とする
魚釣り用体安定装置取付具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、釣船に乗船して釣りを行う際に、腰の位置を安定させ、疲労を軽減させると
共に、キャスティングするときや、魚を釣り上げるときに、腰を安定させることができる
魚釣り用体安定装置およびその取付具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　釣船に乗船して、沖釣りを楽しむ人が多い。このような沖釣りを楽しむための釣船には
、通常、多数の釣り人が乗り合うため、限られたスペースで、長時間、立ち姿勢のまま釣
りを行うことになる。このため、足腰の疲労がかなり大きい。
【０００３】
　釣り堀や、池、湖等で釣りを行う場合には、椅子に座っての釣りも可能である。釣りを
する際に安定して座れる椅子として、特許文献１には、腰掛け板の下に、一本の板状の足
と、その足に対して上下にスライドできる固定板を取り付けて、どんな場所でも安定して
使用できるようにしたものが提案されている。
【特許文献１】特開昭５１－９８５５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、釣船では、椅子に座ったままの姿勢で釣りを行うことは困難である。ま
た、釣船で釣りを行う場合には、仕掛けを海中にキャスティングするときや、魚を釣り上
げるときに、腰を安定させる必要がある。特に、引きの強い魚や、重量の重い魚を釣り上
げるときには、魚に負けないように、しっかりと腰を安定させる必要がある。釣船での立
ち姿勢の釣りでは、足腰の疲労が大きいと共に、キャスティングするときや魚を釣り上げ
るときに、腰が安定しないという問題がある。
【０００５】
　上述の課題を鑑み、本発明は、釣船に乗船して釣りを行う際に、腰の位置を安定させ、
疲労を軽減させると共に、仕掛けをキャスティングするときや、魚を釣り上げるときに、
腰を安定させることができる魚釣り用体安定装置およびその取付具を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　上述の課題を解決するために、本発明に係る魚釣り用体安定装置は、所定間隔毎にあけ
られた複数の挿入孔を有する支柱と、支柱の上端に設けられたコの字部材と、コの字部材
にネジで固定される長尺ネジと、長尺ネジの延長部に設けられ釣り人の腰を支持する腰支
持部と、支柱の外周に取り付けられる位置調整フランジとを備え、支柱を釣船の上縁の竿
立穴に挿入して用いることを特徴とする。
【０００７】
　好ましくは、コの字部材は、その両端に長尺ネジの径に対応する貫通孔を有し、貫通孔
に長尺ネジを挿入し、貫通孔の両側からコの字部材を挟持するようにナットで長尺ネジを
コの字部材に固定することを特徴とする。
【０００８】
　好ましくは、位置調整フランジは、その位置を調整する位置調整機構を備えることを特
徴とする。
【０００９】
　好ましくは、位置調整機構は、位置調整フランジに設けられたＬ字部材と、Ｌ字部材に
あけられた挿入孔と、挿入孔に合わせて設けられたナットと、ナットに螺合され支柱にあ
けられた複数の挿入孔のうちの１つに挿入される固定ネジとを有することを特徴とする。
【００１０】
　好ましくは、腰支持部は、Ｊ字形状とされたことを特徴とする。
【００１１】
　好ましくは、腰支持部は、弾性体で覆われることを特徴とする。
【００１２】
　本発明に係る魚釣り用体安定装置取付具は、竿立穴と同じ径を有するパイプと、パイプ
を取り付けたコの字金具と、そのコの字金具の一辺に設けられたネジ孔に螺合されたネジ
と、ネジの上端に取り付けられた止め具と、ネジの下端に取り付けられた回転用棒とを備
え、止め具はコの字金具の上面との間に釣船の上縁を挟持して、パイプに魚釣り用体安定
装置の支柱を挿入することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、所定間隔毎にあけられた複数の挿入孔を有する支柱と、支柱の上端に
設けられたコの字部材と、コの字部材にネジで固定される長尺ネジと、長尺ネジの延長部
に設けられ釣り人の腰を支持する腰支持部と、支柱の外周に取り付けられる位置調整フラ
ンジとを備え、支柱を釣船の上縁の竿立穴に挿入して取り付けているので、腰支持部に腰
を寄り掛けながら釣りを行うことができ、疲労が少ないと共に、キャスティングするとき
や、魚を釣り上げるときに、腰を安定させることができる。
【００１４】
　本発明によれば、コの字部材は、その両端に長尺ネジの径に対応する貫通孔を有し、貫
通孔に長尺ネジを挿入し、貫通孔の両側からコの字部材を挟持するようにナットで長尺ネ
ジをコの字部材に固定しているので、腰支持部の着脱が簡単に行え、腰支持部を最適な位
置で簡単に固定できる。
【００１５】
　本発明によれば、位置調整フランジは、その位置を調整する位置調整機構を備えている
ので、釣り人の腰の位置に合わせて、腰支持部の位置を調整できる。
【００１６】
　本発明によれば、位置調整機構は、位置調整フランジに設けられたＬ字部材と、Ｌ字部
材にあけられた挿入孔と、挿入孔に合わせて設けられたナットと、ナットに螺合され支柱
にあけられた複数の挿入孔のうちの１つに挿入される固定ネジとを有しているので、位置
調整フランジの位置を簡単に調整することができる。
【００１７】
　本発明によれば、腰支持部は、Ｊ字形状とされているので、腰支持部を釣り人の腰の部
分にフィットさせることができる。
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【００１８】
　本発明によれば、腰支持部は、弾性体で覆われているので、釣り人が腰を寄り掛けても
、痛みが生じることがない。
【００１９】
　本発明に係る魚釣り用体安定装置取付具によれば、竿立穴と同じ径を有するパイプと、
パイプを取り付けたコの字金具と、そのコの字金具の一辺に設けられたネジ孔に螺合され
たネジと、ネジの上端に取り付けられた止め具と、ネジの下端に取り付けられた回転用棒
とを備え、止め具はコの字金具の上面との間に釣船の上縁を挟持して、パイプに魚釣り用
体安定装置の支柱を挿入するようにしているので、竿立穴がない釣船や、竿立穴の強度が
不足していたり、竿立穴の径と支柱の径とが合わない場合でも、この魚釣り用体安定装置
取付具を用いれば、釣船の上縁に魚釣り用体安定装置を取り付けることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　第１実施形態．
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。図１は、本発明の第
１実施形態の魚釣り用体安定装置１の構成を示すものである。図１において、１４は支柱
、２１は長尺ネジ、２２は腰支持部、１３は位置調整フランジである。
【００２１】
　支柱１４は、魚釣り用体安定装置１全体を支持するための部分である。支柱１４は、図
２に示すように、例えば金属製の円筒形のパイプ材からなり、その側面には、長手方向に
沿って所定間隔毎に、複数の挿入孔１７が形成されている。支柱１４の上端には、コの字
部材１５が固着されている。支柱１４の外径は、釣船１０１の竿立穴１０５（図７参照）
の内径に対応している。コの字部材１５は、その両端に貫通孔１６ａおよび１６ｂが形成
されている。この貫通孔１６ａおよび１６ｂについては後述する。
【００２２】
　腰支持部２２は、釣り人が寄り掛かり、釣り人の腰を安定に支持するための部分である
。腰支持部２２は、図３に示すように、支柱１４の先端のコの字部材１５にネジで固定さ
れる長尺ネジ２１の延長部に設けられる。長尺ネジ２１はその外周が螺刻されている。長
尺ネジ２１は、支柱１４のコの字部材１５の貫通孔１６ａおよび１６ｂの内径に対応して
いる。腰支持部２２は、Ｊ字状に曲折されており、ウレタン等の弾性体で被装されている
。
【００２３】
　位置調整フランジ１３は、支柱１４の外周に取り付けて、腰支持部２２の位置を調整す
るための部分である。位置調整フランジ１３は、図４に示すように、リング部３１とＬ字
部材３２とからなる。リング部３１の外径は、釣船１０１の竿立穴１０５の径より少し大
きくなっている。また、リング部３１の内径は、支柱１４の外径に対応している。Ｌ字部
材３２には挿入孔３３が設けられる。ナット３４は、挿入孔３３に中心を合わせて、Ｌ字
部材３２に固着されている。
【００２４】
　位置調整フランジ１３は、図５に示すように、支柱１４に嵌装され、Ｌ字部材３２の挿
入孔３３を介して支柱１４の複数の挿入孔１７のうちのいずれか１つに固定ネジ３５を突
出させることによって、支柱１４に固定される。
【００２５】
　また、図５に示すように、長尺ネジ２１は、蝶ネジ４１、スプリングワッシャ４２、平
ワッシャ４３が装着され、コの字部材１５の貫通孔１６ａおよび１６ｂに挿通される。こ
のとき、コの字部材１５の中央では、長尺ネジ２１には、例えば、円筒形のビニルパイプ
からなるカバー部材４５が被装される。コの字部材１５を貫通した長尺ネジ２１には、そ
の先端から、平ワッシャ４６、ナット４７、キャップ４８が装着される。
【００２６】
　図６に示すように、コの字部材１５の両端から、蝶ネジ４１とナット４７で長尺ネジ２
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１を挟み込むことにより、長尺ネジ２１はコの字部材１５にネジで固定される。
【００２７】
　図７は、本発明の第１実施形態の魚釣り用体安定装置が使用できる釣船１０１の一例で
ある。図７に示すように、釣船１０１の舷側１０４の上縁１０８に沿って、例えば１．５
ｍ程度の所定の間隔毎に、釣り竿を差しておくための竿立穴１０５が配設されている。こ
の竿立穴１０５は、釣船１０１の内壁に沿って設けられた板１０６との間にパイプ５２が
固定される構造となっている。魚釣り用体安定装置１は、竿立穴１０５を介してこのパイ
プ５２中に挿入されることになる。なお、釣船１０１の底部には椅子１０７が設けられ、
釣り人はその椅子１０７に座って釣りをすることもできる。
【００２８】
　次に、本発明の第１実施形態の魚釣り用体安定装置１の使用方法について説明する。
【００２９】
　本発明の第１実施形態の魚釣り用体安定装置１を使用する際には、図８に示すように、
支柱１４が竿立穴１０５に挿入される。このとき、位置調整フランジ１３が上縁１０８に
当接し、腰支持部２２の位置が決まる。
【００３０】
　ここで、釣り人の身長や、釣船１０１の上縁１０８の高さによっては、腰支持部２２が
釣り人の腰の位置に合わない場合がある。その場合には、位置調整フランジ１３の位置を
調整することにより、腰支持部２２の位置を調整できる。
【００３１】
　つまり、図５に示したように、支柱１４には複数の挿入孔１７が設けられており、位置
調整フランジ１３のＬ字部材３２の挿入孔３３と、支柱１４の挿入孔１７の１つとの位置
を合致させ、挿入孔３３と挿入孔１７とに連通して固定ネジ３５を装着することにより、
位置調整フランジ１３が支柱１４に固定される。したがって、固定ネジ３５を外し、位置
調整フランジ１３の位置を調整し、その位置で、Ｌ字部材３２の挿入孔３３と、支柱１４
の挿入孔１７の１つとを合致させ、挿入孔３３と挿入孔１７とに連通して固定ネジ３５を
装着すれば、図９（Ａ）および図９（Ｂ）に示すように、位置調整フランジ１３の位置が
移動し、腰支持部２２の位置を調整できる。
【００３２】
　図１０は、本発明の第１実施形態の魚釣り用体安定装置１を使用して、魚釣りを行うと
きの様子を示すものである。図１０に示すように、釣り人１００は、腰支持部２２に腰を
寄り掛けながら、釣りを行う。このように、腰支持部２２に腰を寄り掛けながら釣りを行
うと、疲労が少ないと共に、仕掛けを海中にキャスティングするときや、魚を釣り上げる
ときに、腰を安定させることができる。
【００３３】
　なお、前述したように、本発明の第１実施形態の魚釣り用体安定装置１では、腰支持部
２２はＪ字状になっている。このため、釣り人１００の腰の部分にフィットすると共に、
釣り人１００の動きを規制しない。また、腰支持部２２にウレタン等の弾性体が被装され
ているため、釣り人１００が腰を寄り掛けても、痛みが生じることはない。
【００３４】
　また、本発明の第１実施形態の魚釣り用体安定装置１では、支柱１４を竿立穴１０５に
挿入して取り付けているので、腰支持部２２は、矢印Ａ１に示すように、支柱１４を中心
に、回動自在となる。このため、釣り人１００は、体の向きを自由に変えられる。
【００３５】
　また、本発明の第１実施形態の魚釣り用体安定装置１では、図６に示したように、コの
字部材１５の両端で、蝶ネジ４１とナット４７を用いて、長尺ネジ２１をコの字部材１５
に固定している。このため、蝶ネジ４１を緩めるだけで、図１０の矢印Ａ２で示すように
、腰支持部２２が長尺ネジ２１を中心として回動自在になる。このため、腰支持部２２の
着脱が簡単に行える。蝶ネジ４１を締め付ければ、その位置に、腰支持部２２を簡単に固
定できる。



(6) JP 4901824 B2 2012.3.21

10

20

30

40

50

【００３６】
　また、本発明の第１実施形態の魚釣り用体安定装置１では、支柱１４の上端に設けられ
たコの字部材１５の部分には、カバー部材４５が被装されている。この部分は、釣り竿を
立てかけるのに利用できる。
【００３７】
　第２実施形態．
　上述の例では、図８に示したように、支柱１４を竿立穴１０５に挿入して、魚釣り用体
安定装置１を釣船１０１の上縁１０８に固定している。ところが、釣船の中には、竿立穴
１０５がないものもある。また、竿立穴１０５を有していても、強度が不足していたり、
竿立穴１０５の径と支柱１４の径とが合わない場合もある。このような場合には、図１１
および図１２に示すように、釣船の上縁１０８に取付具５０を装着すれば良い。
【００３８】
　図１１は、このような取付具５０の一例を示す図である。図１１に示すように、取付具
５０は、コの字金具５４と、コの字金具５４の背面５７に取り付けられたパイプ５２と、
コの字金具５４の下面５８に空けられたネジ孔６０を介して螺合されたネジ５３と、ネジ
５３の先端に取り付けられた止め具５５と、ネジ５３の末端に取り付けられた回転用棒５
６とから構成される。
【００３９】
　パイプ５２は、釣船の竿立穴１０５に相応するもので、その内径は、支柱１４の径に対
応している。このパイプ５２は、コの字金具５４の背面５７にその側面が固着されている
。
【００４０】
　このような取付具５０では、図１２に示すように、コの字金具５４の上面５９を釣船の
上縁１０８に係合させ、回転棒５６でネジ５３を締め付けると、止め具５５とコの字金具
５４の上面５９との間に釣船の上縁１０８が挟持され、取付具５０が釣船の上縁１０８に
固定される。
【００４１】
　上述のようにして、釣船の上縁１０８に取付具５０が取り付けられたら、魚釣り用体安
定装置１の支柱１４をパイプ５２に挿入する。これにより、釣船の上縁１０８に、魚釣り
用体安定装置１を固定できる。
【００４２】
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範
囲内で様々な変形や応用が可能である。
【００４３】
　例えば、上述の例では、位置調整フランジ１３の位置調整機構として、図５に示したよ
うに、支柱１４の片面に所定間隔毎に複数の挿入孔１７を設け、位置調整フランジ１３に
設けられた挿入孔３３と、支柱１４の複数の挿入孔１７のうちの１つとに連通して、固定
ネジ３５を挿入するような構成とされているが、位置調整機構は、これに限定されるもの
ではなく、挿入孔３３を支柱１４の両面に設け、固定ネジ３５が支柱１４を貫通するよう
に取り付けても良い。
【００４４】
　また、上述の例では、図５に示したように、位置調整フランジ１３に設けられたナット
３４に螺合して固定ネジが挿入されるが、例えば、ナット３４を設けないで、挿入孔３３
から図示しない挿入棒を支柱１４の両面に設けられた貫通項に挿入しても良い。
【産業上の利用可能性】
【００４５】
　本発明は、本発明は、釣船に乗船して釣りを行う際に、腰の位置を安定させ、疲労を軽
減させると共に、キャスティングするときや、魚を釣り上げるときに、腰を安定させるこ
とができる魚釣り用体安定装置として利用可能である。
【図面の簡単な説明】
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【００４６】
【図１】本発明の第１実施形態の魚釣り用体安定装置の全体構成を示す斜視図である。
【図２】本発明の第１実施形態の魚釣り用体安定装置における支柱およびコの字部材の構
成を示す斜視図である。
【図３】本発明の第１実施形態の魚釣り用体安定装置における長尺ネジおよび腰支持部の
構成を示す斜視図である。
【図４】本発明の第１実施形態の魚釣り用体安定装置における位置調整フランジの構成を
示す斜視図である。
【図５】本発明の第１実施形態の魚釣り用体安定装置の取付機構の説明に用いる分解斜視
図である。
【図６】本発明の第１実施形態の魚釣り用体安定装置におけるコの字部材と長尺ネジの説
明図である。
【図７】本発明の第１実施形態の魚釣り用体安定装置が利用可能な釣船の構成を示す斜視
図である。
【図８】本発明の第１実施形態の魚釣り用体安定装置の使用方法の説明図である。
【図９】本発明の第１実施形態の魚釣り用体安定装置の位置調整の説明図である。
【図１０】本発明の第１実施形態の魚釣り用体安定装置の使用方法の説明図である。
【図１１】本発明の第２実施形態の魚釣り用体安定装置取付具の一例の構成を示す斜視図
である。
【図１２】本発明の第２実施形態の魚釣り用体安定装置取付具の取り付けの一例を示す説
明図である。
【符号の説明】
【００４７】
１　魚釣り用体安定装置
１３　位置調整フランジ
１４　支柱
１５　コの字部材
１６ａ，１６ｂ　貫通孔
１７　挿入孔
２１　長尺ネジ
２２　腰支持部
３１　リング部
３２　Ｌ字部材
３３　挿入孔
３４　ナット
３５　固定ネジ
４１　蝶ネジ
４２　スプリングワッシャ
４３　平ワッシャ
４５　カバー部材
４６　平ワッシャ
４７　ナット
４８　キャップ
５０　取付具
５２　パイプ
５３　ネジ
５４　コの字金具
５５　止め具
５６　回転用棒
５７　背面
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５８　下面
５９　上面
６０　ネジ孔
１００　釣り人
１０１　釣船
１０３　船底
１０４　舷側
１０５　竿立穴
１０６　板
１０７　椅子
１０８　上縁
 

【図１】 【図２】
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